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□
支
部
活
動
の
報
告 

新
入
会
員
歓
迎
会
＆
研
修
旅
行
を

昨
年
１
２
月
４
日
（
水
）
に
実
施
し
、 

当
日
天
候
に
恵
ま
れ
会
員
１
５
人
と

藤
田
同
窓
会
会
長
が
参
加
、
行
先
は

石
山
寺
と
琵
琶
湖
博
物
館
を
訪
問
し

ま
し
た
。 

                 

□
レ
イ
大
四
支
部
合
同
Ｇ
Ｇ
大
会 

 

１
１
月
２
９
日
（
金
）
矢
橋
帰
帆

島
公
園
に
て
、
４
支
部
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
高
島

支
部
か
ら
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

◎
支
部
活
動
今
後
の
予
定 

◇
令
和
７
年
度
支
部
総
会 

日
時
：
令
和
７
年
４
月
１
６
日 

午
後
１
時
３
０
分
か
ら 

 

場
所
：
新
旭
公
民
館
視
聴
覚
室 

 

内
容
：
総
会
と
講
演
会 

 

公
演
題
：
詐
欺
被
害
等
の
啓
発 

 

◇
２
０
２
５
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
に
つ
い
て 

 

先
般
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
再
度
募
集
し
ま

す
。 

 

高
島
支
部
と
し
ま
し
て
積
極
的
に

２
０
２
５
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
応
援
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
別
紙
参
照 

◎
本
部
事
業
今
後
の
予
定 

 

□
令
和
７
年
度
本
部
総
会 

 
 

日
時
：
令
和
７
年
５
月
１
３
日 

 
 

午
後
１
時
３
０
分
か
ら 

 
 

場
所
：
草
津
キ
ャ
ン
パ
ス 

 
 

内
容
：
総
会
と
記
念
講
演 

《
原
稿
投
稿
》 

❖
東
洋
医
学
の
知
恵 

先
日
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
の
講 

座
を
聴
講
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
『
超

高
齢
化
社
会
の
健
康
寿
命
』
で
す
。 

キ
ー
ワ
ー
ド
を
列
挙
し
ま
す
。 

㈠ 

超
高
齢
化
社
会 

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命 

フ
レ
イ
ル 

の
悪
循
環 

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド 

ロ
ー
ム 

加
齢
に
よ
り
サ
ル
コ
ぺ
ニ

ア
（
筋
肉
減
弱
症
）
に
な
る 

 

歩
行
速
度
の
加
齢
変
化 

ロ
コ
ト
レ 

片
脚
立
ち 

ス
ク
ワ
ッ
ト 

㈡ 

歳
を
重
ね
る 

加
齢
と
老
化 

細
胞
の
老
化 

機
能 

の
老
化 

活
性
酸
素 

糖
化
反
応 

老
廃
物
の
蓄
積 

フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル

の
発
生 

一
笑
一
若 

一
怒
一
老 

 

養
生
の
知
恵 

貝
原
益
軒
の
養
生
訓 

老
い
て
楽
し
み
は
増
し
て
く
る 
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養
生
の
目
指
す
も
の
は
長
寿
を
目

的
と
言
う
よ
り
も
自
分
ら
し
く
生
き

生
き
と
生
き
る w

e
ll b

e
in

g
 

自
然
治
癒
力
の
信
頼
と
生
活
習
慣 

摂
取
量
の
重
要
性 

㈢ 

東
洋
医
学
の
知
恵 

東
洋
医
学
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル 

薬
食
同
源 

医
食
同
源 

身
体
を
動

か
す 

流
水
は
腐
ら
ず
戸
枢
（
コ
ス

ウ
）
む
し
ば
ま
ざ
れ
ば
動
け
ば
な
り 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
Ｎ
Ｋ
活
性 

メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス 

高
齢
者
の
長
寿
化 

一
病
息
災
の
長
寿
化 

㈣ 

ツ
ボ
健
康
法 

自
然
治
癒
力 

お
灸
と
ヨ
モ
ギ 

松
尾
芭
蕉
も
お
灸 

刺
さ
な
い
鍼 

セ
ル
フ
ケ
ア
の
ツ
ボ 

 

㈤ 

健
康
長
寿
の
ツ
ボ
の
ツ
ボ 

何
事
に
も
感
謝
の
気
持
ち
で 

ま
と
め 

腹
八
便
目 

軽
い
運
動
を
継
続 

笑
う 

怒
ら
な
い 

何
事
に
も
感
謝

の
気
持
ち
で 

 
 

投
稿 

 
 

 

西
澤
幸
夫
氏 

❖
火
宅 

 

新
年
の
お
寺
新
聞
で
『
火
宅
』
と 

い
う
言
葉
を
解
説
し
て
い
ま
し
た
。 

 

生
成
Ａ
Ｉ
で
調
べ
る
と
『
「
火
宅
」

は
、
日
本
の
言
葉
で
「
燃
え
る
家
」
と

い
う
意
味
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
仏

教
用
語
と
し
て
使
わ
れ
、
苦
し
み
や

困
難
に
満
ち
た
世
俗
の
生
活
を
象
徴

し
て
い
ま
す
。
こ
の
概
念
は
、「
法
華

経
」
と
い
う
仏
教
経
典
に
登
場
し
ま

す
。「
法
華
経
」
で
は
、
燃
え
さ
か
る

家
の
中
に
い
る
人
々
が
外
の
世
界
に

逃
れ
よ
う
と
す
る
場
面
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
物
語
は
、
煩
悩
や
欲

望
に
よ
っ
て
苦
し
み
つ
続
け
る
人
々

が
、
仏
教
の
教
え
に
よ
っ
て
救
い
を

求
め
る
姿
を
示
し
て
い
ま
す
。
現
在

で
も
、「
火
宅
」
と
い
う
言
葉
は
、
混

乱
や
苦
難
の
象
徴
と
し
て
使
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
家
庭

内
の
争
い
や
問
題
」
を
意
味
す
る
場

合
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
』

で
し
た
。 

 

平
和
な
社
会
に
暮
ら
し
て
い
る
と

問
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
を
感 

じ
な
く
な
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
や 

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
な
し
で
は 

こ
の
繁
栄
は
長
く
続
か
な
い
で
し
ょ 

う
。
物
に
あ
ふ
れ
た
中
、
た
ら
ふ
く 

食
べ
て
し
か
も
食
品
ロ
ス
を
作
り
贅 

沢
し
放
題
を
し
て
当
た
り
前
と
思
っ 

て
い
る
生
活
は
ま
さ
に
「
火
宅
」
で 

す
。
豊
か
な
日
本
に
住
ん
で
い
る
と 

燃
え
て
い
る
火
は
見
え
な
い
も
の
で 

す
。 

 

投
稿 

 
 

 

西
澤
幸
夫
氏 

   
編
集
後
記 

 

高
島
市
合
併
２
０
年
目
の
年
に
、 

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
先
週
の
２
６
日
に 

市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
が
行 

わ
れ
、
新
た
な
市
長
、
市
議
会
議
員
が 

誕
生
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
身
近
な 

話
題
と
し
て
、「
高
齢
化
の
問
題
」「
ゴ 

ミ
処
理
場
の
建
設
」「
災
害
時
の
避
難 

道
路
の
確
保
」
「
湖
西
線
の
風
対
策
」 

「
原
子
力
発
電
所
か
ら
５
０
㎞
圏
内
」 

そ
し
て
「
い
ち
ご
農
園
補
助
金
問
題
」 

の
事
実
解
明
と
、
高
島
市
が
抱
え
る

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。 

 

高
島
市
が
消
滅
都
市
と
噂
さ
れ
な 

い
様
に
、
一
市
民
と
し
て
今
後
注
視 

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

◎
「
高
島
通
信
」
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
メ
ー
ル
に
て
    

投
稿
先
西
澤 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

n
is

h
iyu

k
i@

s
e
a
.p

la
la

.jp
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